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1. は じ め に
バングラデシュ中央北部ジャマルプール県の農村でアルミ製家具大工の見習いとして働く
























1) バングラデシュ通貨タカの略。2017年 3 月現在のレートで 1BDT＝約1.5円。
キーワード：バングラデシュ, ギリシャ, 海外出稼ぎ














レーシア社会などでも多くの研究が見られる [Abrar and Seeley eds. 2009, Gardner 2008,




















































































































































































































そして, Ｂ氏とＳ氏を頼りに2011年 8 月にアテネを訪れ, アテネのバングラデシュ移民コ
ミュニティでの聞き取り調査を行った5)。Ｂ氏とＳ氏からの紹介を頼りに計13人のバングラ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ギリシャにおけるバングラデシュ出身労働者については [Kassimeris and Samouris 2012]







に滞在していたバングラデシュ人は約 3 万人であった。[Kassimeris and Samouris 2012 :
176] によれば, 2007年のギリシャ在住のパキスタン出身の合法移民は 5 万人, バングラデ
シュ移民は12,000人で, その 9 割がアテネやアッティカ周辺で暮らしている。EU圏内に住



















6）国内では, 日本文化人類学会第47回研究大会（2013年 6 月, 慶應義塾大学）と, 日本南アジア学会
第26回全国大会（2013年10月, 広島大学）において発表した。海外では, 第13回ダッカ国際映画祭
（2014年 1 月, バングラデシュ）と, 第 5回アテネ民族誌映画祭（2014年11月, ギリシャ）において
上映した。
第 1期の出稼ぎ者の事例としてＢ氏の経緯を述べてみたい。ジャマルプール県Ｒ村出身の
Ｂ氏は1971年生まれで, 7 人きょうだいの長子である。 9年生まで勉強したあと海外に出た
という。最初はパキスタンに渡り, パキスタン人のもと縫製工場で 2－ 3年働いた。その後,
陸路でヨルダンやトルコを経て1992年ごろギリシャにたどり着いた。ギリシャは地理的にも
また入り易さからも, 陸路を介した EU圏への入り口に位置付けられている7)。Fouskas の
調査においても, バングラデシュ移民たちにとって,「トルコから最も近く, イタリアやス
ペインに行きたいがそこから先の手段がない。あるいは先に来ていた同胞や親族を頼って」















トタン張の 2 , 3 部屋の家屋に両親と伯母夫婦, 6 人のきょうだいがひしめき合って暮らし























せるには 1 人につき70万から100万 BDT必要という。そうして2000年代半ば以降に第 1 期
の兄らから呼び寄せられた出稼ぎ者たちを便宜上「第 2期」として考えてみる。




し, 第 1期と第 2期では到着時のギリシャの経済状況に大差があり, 好景気のなかでチャン
スを得て, さらに滞在許可を取得した第 1期とは異なり, 第 2期の弟たちは仕事を得ること
も難しく, 滞在許可も取得できないままとなる。筆者がインタビューを行った13人は, 6 人
が1990年代にギリシャに来た第 1 期移民で, 7 人が2000年以降に来た第 2 期移民であった
（表 1参照)。Ｂ氏やＳ氏のネットワークから紹介を得たことも関係しているだろうが, 第









第 2期の例として, 弟Ｓ氏の経緯を紹介したい。前述のようにＳ氏はＢ氏の弟で, 2005年
にＳ氏の援助によってギリシャに来た。ギリシャへの出稼ぎを強く希望したのはＳ氏自身で
ある。到着直後は兄Ｂ氏の縫製工場で約 3年半働いていたが, その後兄と喧嘩して工場を辞










民には未婚の男性が多い。そのことは筆者の調査からだけでなく, Fouskas [2012 : 58] にお





方法である［前掲：62]。雇用主には, バングラデシュ人のほか, ギリシャ人, ウクライナ
人, アラブ人, シリア人も含まれる。最初は週 5 日（ 4～ 8 時間／日）労働で 500～800
で雇用されるが, 次第に週 6日, 1 日10～15時間労働になることもしばしばある。しかし時
間超過労働分の給与はたいてい支払われない。また, ギリシャ移民局は, 移民に滞在許可を


















































































































































述べなかったが, [Kassimeris and Samouris 2012] や [Fouskas 2012] では, ギリシャのバン
グラデシュ移民コミュニティにおける相互扶助組織としての宗教施設（モスク）や移民労働
者組合 (Bangladeshi Immigrant Workers’ Union of Greece : BIWUG) が注目されている。本
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Discourse and Reality of Overseas Life
of Bangladeshi Migrant Workers :
Between Greece and Rural Bangladesh
MINAMIDE Kazuyo
This paper describes the perception and reality of overseas life of Bangladeshi migrant workers
from the perspective of both the workers themselves and their Bangladeshi rural village. This
case study was conducted in one of the villages in Jamalpur, a central northern district in
Bangladesh, and in Athens, Greece, one of the migrant destinations for Bangladeshi youth from
the village. The actual situation of being an overseas worker in Greece is very different from
what they imagined in Bangladesh. In addition, because of the economic crisis in Europe, they
are no longer eligible for a residence permit in Greece and are forced to stay as an illegal migrant.
However, they recognize that overseas work, especially in Europe, shapes their social status in
their home village, and that they rely on that status to build self-esteem. It could be said that they
depend on their social status in Bangladeshi rural society even while they work abroad. This
paper depicts the gap between the perception of overseas work in Bangladeshi rural society and
reality in Greece, from the context of their “dreams” and “struggles.”
